
 

 

第４０回経済セミナー 
 
日 時 令和７年10 月２日（木） 

開場～17時 00分 

開演～18時 00分 

会 場 北広島市芸術文化ホール 花ホール 

講 師 伊藤 聡子 氏 

「地域経済の今とこれからを、テレビでもおなじみの 

伊藤聡子さんが鋭く・やさしく解説！どの世代の方にも 

響くお話が満載です。」 

定 員 300名 ※どなたでもご参加いただけます 

入場料 1,000円 

■
通
常
総
会
終
了
報
告 

～
新
体
制
に
よ
る
初
め
て
の
総
会
～ 

 

５
月
20
日
、
令
和
７
年
度
北
広
島
商
工
会

通
常
総
会
を
初
め
て
北
広
島
市
芸
術
文
化
ホ

ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
、
上
野
市
長
、
北
山
北

海
道
石
狩
振
興
局
長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓

の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
、
総
会
員
数
７
３
９
名
（
賛
助
会
員

57
名
含
む
）
の
う
ち
、
本
人
出
席
86
名
、
委

任
状
出
席
３
４
４
名
の
計
４
３
０
名
が
出
席
。 

冒
頭
、
山
田
久
俊
会
長
の
式
辞
で
、
地
域
、

国
内
外
の
経
済
情
勢
に

つ
い
て
、
ま
た
、
一
昨

年
の
北
海
道
ボ
ー
ル
パ

ー
ク
開
業
以
後
、
道
内

外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
、
ま
ち
が
大
き
く

変
化
し
、
雇
用
が
拡
大

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
経

済
が
活
性
化
し
て
き

て
い
る
と
と
も
に
、
市

民
に
も
活
気
が
見
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

会
員
の
事
業
継
続
と
発
展
の
た
め
、
地
域
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
最
も
身
近
な

相
談
窓
口
と
し
て
、
国
・
北
海
道
・
北
広
島
市

と
一
体
と
な
り
、
資
金
繰
り
や
生
産
性
向
上
、

事
業
継
続
、
従
業
員
の
雇
用
の
た
め
の
支
援

な
ど
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
当
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
北
広
島
創
生
・
次
代
へ
つ
な
ぐ
商
工
会
」

を
念
頭
に
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に

貢
献
し
た
い
旨
の
趣
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

会
長
式
辞
の
後
、
総
会
議
長
に
中
川
昌
憲

氏
が
選
出
さ
れ
、
次
の
議
案
を
審
議
し
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

①
令
和
６
年
度 

事
業
報
告
に
つ
い
て 

②
令
和
６
年
度 

収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て 

③
北
広
島
商
工
会
定
款
の
一
部
改
正
（
案
）
に

つ
い
て 

 

④
北
広
島
商
工
会
青
年
部
規
約
の
一
部
改
正

（
案
）
に
つ
い
て 

⑤
北
広
島
商
工
会
女
性
部
規
約
の
一
部
改
正

（
案
）
に
つ
い
て 

⑥
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て 

⑦
令
和
７
年
度
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て 

⑧
令
和
７
年
度
一
時
借
入
金
の
最
高
限
度
額

（
案
）
に
つ
い
て 

総
会
の
終
わ
り
に
、
総
会
に
出
席
さ
れ
た

６
名
の
新
入
会
員
に
自
社
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
に
は
、
同
会
場
に
お
い
て
懇

親
会
を
開
催
し
、
ご
来
賓
の
方
々
に
も
ご
出

席
い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。 

 

■
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰 

～
勤
続
５
年
以
上
の
方
を
表
彰
～ 

 

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
６
月
10

日
の
「
商
工
会
の
日
」
に
、
上
野
市
長
や
坂
本

副
議
長
、
事
業
主
、
山
田
商
工
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
当
会
役
員
が
出
席
し
、
芸
術
文
化
ホ

ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
13
事
業
所
か
ら
推
薦
が
あ
り
、
30

年
以
上
が
４
名
、
35
年
以
上
が
３
名
、
40
年

以
上
が
１
名
な
ど
合
計

44
名
の
方
を
表
彰
。
併
せ

て
20
年
以
上
の
方
に
は

北
海
道
商
工
会
連
合
会

長
賞
、
30
年
以
上
の
方
に

は
全
国
商
工
会
連
合
会

長
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。 

 

35
年
以
上
で
表
彰
さ

れ
た
、
有
限
会
社
う
え
は

ら
生
花
店
の
落
合
恵
美

子
氏
か
ら
は
、
「
支
え
て

く
れ
た
周
囲
の
方
々
に
対
す
る
感
謝
や
後
進

の
育
成
に
努
め
て
い
く
」
な
ど
の
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
表
彰
式
終
了
後
に
は
、
懇
親
会
も
行

い
受
賞
者
を
慰
労
し
ま
し
た
。 

中
小
企
業
に
と
っ
て
は
深
刻
な
人
手
不
足

が
続
く
中
、
賃
上
げ
や
福
利
厚
生
の
充
実
な

ど
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
、
現
従
業
員
に

長
く
勤
め
て
も
ら
う
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
は
、
毎
年
「
商
工

会
の
日
」
に
併
せ
て
開
催
し
、
勤
続
５
年
ご
と

に
表
彰
す
る
も
の
で
す
。 

 
   

■
市
民
・観
光
客
に
自
店
を
ア
ピ
ー
ル 

 

～
わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
マ
ル
シ
ェ
～ 

 

６
月
21
日
、
22
日
の
２
日
間
、
ゲ
ー
ト
パ

ー
ク
（
北
広
島
駅
西
口
広
場
）
に
て
、「
わ
ち

ゃ
わ
ち
ゃ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
会
員
等
11

事
業
所
が
出
店
し
ま
し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
会
員
で
あ
れ
ば
業
種

を
問
わ
ず
無
料
で
出
店
で
き
、
市
民
や
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
へ
向
か
う
観
光
客

に
自
店
を
紹
介
す
る
目
的
で
実
施
。 

１
日
目
は
、
心
配
さ
れ

た
雨
は
降
ら
な
か
っ
た
も

の
の
強
風
の
た
め
、
テ
ン

ト
を
設
置
で
き
な
い
事
業

者
が
あ
り
規
模
を
縮
小
し
、

時
間
も
短
縮
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

２
日
目
は
風
も
穏
や
か

に
な
り
、
予
定
ど
お
り
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
、
Ｆ

ビ
レ
ッ
ジ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
帰
り
の

ラ
ン
ナ
ー
や
市
民
が
多
数
来
場
。
焼
鳥
、
き
た

ひ
ろ
お
や
き
、
射
的
な
ど
の
テ
ン
ト
で
は
飲

食
物
の
販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る

な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
名
の
と
お
り
「
わ
ち
ゃ
わ
ち

ゃ
」
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
広
島
さ
ん
ぽ
ま
ち
商

店
会
と
協
力
し
な
が
ら
、
今
後
も
続
け
て
い

く
予
定
で
す
。 

   

■
大
阪
・
関
西
万
博
２
０
２
５
な
ど
を

視
察
～
持
続
可
能
な
社
会
や
先
端 

技
術
の
理
解
深
ま
る
～ 
 

６
月
５
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
部

会
員
11
名
が
参
加
し
道
外
視
察
研
修
を
実
施
。 

今
年
は
、
２
０
０
５
年
の
愛
知
万
博
以
来

20
年
ぶ
り
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
「
大
阪
・
関

西
万
博
」
と
日
本
で
唯
一
の
大
工
道
具
専
門

の
博
物
館
で
あ
る
「
竹
中
大
工
道
具
館
」、
大

正
初
期
に
建
造
さ
れ
た
酒
蔵
を
活
用
し
た

「
白
鶴
酒
造
資
料
館
」
を
視
察
し
ま
し
た
。 

竹
中
大
工
道
具
館
で
は
、
１
時
間
ほ
ど
ガ

イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
館
内
を
見
学
。

建
物
は
漆
喰
の
壁
や
舟
底
天
井
な
ど
和
を
感

じ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
昔
の
大
工
道
具

が
数
多
く
並
べ
ら
れ
て
い
る
エ
リ
ア
で
は
、

１
人
の
大
工
さ
ん
が
趣
味
で
収
集
し
て
い
た

と
い
う
50
種
類
以
上
も
の
道
具
が
展
示
し
て

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
九
州
の
列
車
「
な
な

つ
星
」
の
車
内
装
飾
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る

「
大
川
組
子
」
の
展
示
も
あ
り
、
職
人
た
ち
の

巧
み
な
技
、
日
本
の
建
築
文
化
の
奥
深
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

白
鶴
酒
造
資
料
館
は
、
昭
和
44
年
ま
で
実

際
に
使
わ
れ
て
い
た
本
店
壱
号
の
酒
蔵
を
改

造
し
て
開
設
。
昔
な
が
ら
の
酒
造
工
程
や
等

身
大
の
人
形
を
使
っ
た
展
示
や
昭
和
初
期
の

映
像
に
よ
る
日
本
酒
の
歴
史
が
紹
介
さ
れ
、

試
飲
コ
ー
ナ
ー
で
は
数
種
類
の
日
本
酒
を
味

わ
い
、
白
鶴
酒
造
の
酒
造
り
を
学
び
ま
し
た
。 

大
阪
・
関
西
万
博
は
、「
い
の
ち
輝
く
未
来

社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催

さ
れ
、
各
国
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
そ
の
国
の
特

徴
を
活
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

壁
一
面
が
液
晶
画
面
の
も
の
や
壁
を
水
が
流

れ
る
演
出
な
ど
、
建
物
を
見
て
い
る
だ
け
で

も
十
分
楽
し
め
る
も
の
で
し
た
。 

ま
た
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
も
登
録
さ
れ

て
い
る
「
大
屋
根
リ
ン
グ
」

は
会
場
全
体
を
一
望
で

き
る
展
望
通
路
と
し
て
、

多
く
の
来
場
者
が
思
い

思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
会
場
内
は
報
道
さ

れ
て
い
る
よ
り
入
場
者

が
大
勢
お
り
、
人
気
の
パ

ビ
リ
オ
ン
や
レ
ス
ト
ラ

ン
は
予
約
が
で
き
ず
、
見

学
で
き
た
パ
ビ
リ
オ
ン

は
限
ら
れ
ま
し
た
が
、
世
界
の
文
化
や
最
新

技
術
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
も
う

一
度
見
に
来
た
い
と
い
う
参
加
者
も
お
り
、

充
実
し
た
視
察
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
で
は
、
日
本
の
文
化
と
歴
史
、

世
界
の
文
化
と
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
交
通
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
最
先
端
技
術
に
関
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
過
去
か
ら
未
来
へ
繋
が
る
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
と
、
想
像
を
超
え
る

技
術
革
新
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

                      
                         

会員 743名(+3、-1) 

商業 453名(+3、-0) 

工業 346名(+0、-1) 

青年 33名(+1、-0) 

女性 43名(+0、-0) 
 

局 

責任者 事務局長 藤木 幹
久 

〒061-1121 

北広島市中央 5-7-2 

TEL 011-373-3333 

FAX 011-373-3212 

shokokai@kitahironavi.or.jp 

https://www.kitahironavi.or.jp 
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※＋加入人数、－脱退人数 
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令和 7年 7月 1 日号 

第 147 号 

会員の状況 

(部会の重複加入あり) 

■
新
会
員
紹
介 

 

【
商
業
部
会
】 

 

○
合
同
会
社
Ｄ
ｉ
ｇ
ｒ
ｙ 

 
 

西
野 

寿
哉 

様 

北
広
島
市
大
曲
並
木
２-

３-

１ 

サ
ー
ム
広
島
イ
ン
タ
ー
１
１
５  

○
株
式
会
社
キ
ャ
ン
パ
ー
ズ
ア
ン
ド 

ア
ン
グ
ラ
ー
ズ
北
広
島 

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｚ
Ｅ
（
ア
ル
ト
ラ
ー
チ
ェ
） 

北
広
島
店 

池
本 

洋
介 

様 

北
広
島
市
美
沢
５-

１-

１  

○
株
式
会
社
べ
べ
る
い 

植
村 

範
彦 

様 

北
広
島
市
中
央
２-

１-

２  
 

 
 
 

 
 

★商工会だよりへの御社ＰＲ掲載、
あるいはパンフレット・チ 

ラシ同封のご希望がありました 

ら、お気軽にお問い合わせくだ 

さい。(会員相互ＰＲ事業) 

商
業
部
会
（
部
会
長 

南 
 

仁
） 

工
業
部
会
（
部
会
長 

木
原 

雅
史
） 

mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/
mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/
mailto:shokokai@kitahironavi.or.jp
https://www.kitahironavi.or.jp/


 

 

女
性
部
（
部
長 

山
美 

直
美
） 

 
「事業承継オンラインセミナー」のご案内 

 
日  程 アーカイブ配信：７月２４日（木）～８月６日（水） 
配信方法 Ｗｅｂｅｘによる配信 ※接続情報を別途お知らせします。 
参 加 料 無料 
申 込 み 次のＵＲＬまたは、ＱＲコードから必要事項を入力し令和７年７月１７日（木） 

までにエントリー願います。 

     https://forms.office.com/r/bA9A69KCjf 

◎カリキュラム・講師 
１ 円滑な事業承継へ向けた心構え 
２ 事業承継支援事例（第三者承継２事例） 
講師：北海道事業承継・引継ぎ支援センター 承継コーディネーター 大野 素良 氏 
   斜里町商工会 経営指導員 小野寺 士 氏 

   

■
全
国
統
一
事
業
“
絆
”感
謝
運
動 

「清
掃
活
動
」
を
実
施 

 

こ
の
活
動
は
、
平
成
23
年
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
平
成
24
年
度

よ
り
全
国
統
一
事
業
「
〝
絆
〟
感
謝
運
動
」
の

一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
６
月

10
日
の
「
商
工
会
の
日
」
を
基
準
日
と
し
全
国

各
地
で
様
々
な
地
域
貢
献
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。 

当
青
年
部
で
は
、
６
月
17
日
18
時
よ
り
、

部
員
14
名
が
参
加
し
て
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド

お
よ
び
北
進
通
り
の
清

掃
活
動
を
実
施
し
、
道

路
脇
に
捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い

殻
な
ど
多
く
の
ゴ
ミ
を

回
収
し
ま
し
た
。 

昨
年
、
エ
ス
コ
ン
フ

ィ
ー
ル
ド
北
海
道
に
は

４
０
０
万
人
を
超
え
る

来
場
者
が
あ
り
、
今
年

も
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
の
成
績
に
比
例
し
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪

れ
て
い
ま
す
。 

当
青
年
部
の
清
掃
活
動
は
、「
〝
絆
〟
感
謝

運
動
」
の
開
始
当
初
か
ら
続
け
て
い
ま
す
が
、

球
場
の
に
ぎ
わ
い
と
と
も
に
、
ご
み
の
量
も

増
え
て
き
た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。 

 

■
「
わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
マ
ル
シ
ェ
」 

に
出
店
協
力 

 

６
月
21
日
、
22
日
に
開
催
さ
れ
た
商
業
部

会
主
催
の
「
わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
マ
ル
シ
ェ
」
に
協

力
す
る
た
め
出
店
。 

１
日
目
は
悪
天
候
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

規
模
や
時
間
が
縮
小
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
２
日
目
は
天
候
も

回
復
し
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

当
青
年
部
で
は
、
焼

き
そ
ば
・
焼
き
お
に
ぎ

り
串
・
モ
ツ
串
・
レ
モ
ネ

ー
ド
な
ど
を
販
売
し
、

い
ず
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
も

好
評
で
し
た
。 

来
場
者
は
、
青
年
部

以
外
の
各
店
の
味
も
堪
能
し
な
が
ら
、
イ
ベ

ン
ト
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し

た
。 

   

■
文
化
と
自
然
、
美
を
巡
る 

～
道
内
視
察
研
修
～ 

 

６
月
15
日
か
ら
１
泊
２
日
で
道
内
視
察
研

修
を
10
名
で
実
施
し
、
民
族
共
生
象
徴
空
間

ウ
ポ
ポ
イ
等
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
か
ら
民
族
共
生
象
徴

空
間
と
し
て
新
し
く
開
業
し
た
当
館
に
は
、

女
性
部
と
し
て
は
初
め
て
訪
れ
、
学
芸
員
の

方
に
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、
博
物
館
内
や

体
験
交
流
ホ
ー
ル
の
上
演
等
を
見
学
し
ま
し

た
。
園
内
で
は
循
環
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、
コ
タ

ン
見
学
や
Ｖ
Ｒ
眼
鏡
で
動
物
の
視
界
を
体
験

で
き
る
常
設
展
、
ア
イ
ヌ
語
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト
や
弓
矢
体
験
も
で
き
、
３

時
間
半
の
滞
在
時
間
で
も
見
切
れ
な
い
ほ
ど

充
実
し
た
展
示
で
し
た
。 

 

翌
日
は
、
２
０
２
２
年

に
旧
虎
杖
浜
中
学
校
跡
に

完
成
し
た
「
ス
キ
ン
ケ
ア

工
園
ナ
チ
ュ
の
森
」
を
見

学
。
ナ
チ
ュ
の
森
は
低
刺

激
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
等

を
つ
く
る
「
株
式
会
社
ナ

チ
ュ
ラ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
」

と
、
姉
妹
会
社
で
あ
る

「
株
式
会
社
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ア
イ
ラ
ン
ド
」
が
整
備
。

敷
地
内
に
は
化
粧
品
原
料
を
有
機
栽
培
す
る

研
究
薬
香
草
園
や
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
の

中
で
楽
し
め
る
ガ
ー
デ
ン
が
あ
る
「
ス
キ
ン

ケ
ア
工
園
」（
工
場
の
〝
工
〟
と
ガ
ー
デ
ン
の

〝
園
〟
）
な
っ
て
い
ま
す
。
旧
校
舎
は
「
森
の

工
舎
」
と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
め

る
ほ
か
、
カ
フ
ェ
も
併
設
さ
れ
、
旧
体
育
館
に

は
遊
具
を
設
置
し
子
ど
も
達
が
遊
べ
る
空
間

を
整
備
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
人
気
の
あ
る
と
い
う

ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
作
成
を
体
験
。
８
種
類
の
香

り
を
自
分
好
み
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
シ
ト
ラ
ス
系
の
香
り
を
メ
イ
ン
に
し
た

り
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
を
メ
イ
ン
に
し
た

り
と
思
い
思
い
に
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト
を
作
成
し

ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
苫
小
牧
市
に
あ
る
Ｈ
Ａ
Ｂ
Ａ

㈱
の
庭
園
工
場
を
見
学
。
Ｈ
Ａ
Ｂ
Ａ
は
防
腐

剤
パ
ラ
ベ
ン
や
合
成
香
料
な
ど
を
使
わ
な
い

「
無
添
加
主
義
」
を
掲
げ
る
化
粧
品
メ
ー
カ

ー
で
、
工
場
で
は
製
造
工
程
を
ガ
ラ
ス
越
し

に
見
学
で
き
る
ほ
か
、
敷
地
内
の
一
画
は
四

季
折
々
の
表
情
を
見
せ
る
ガ
ー
デ
ン
で
、
見

学
者
が
散
策
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
ー
デ
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
け
て

お
り
、
苫
小
牧
工
場
は
「
庭
園
工
場
（
ガ
ー
デ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
工
場
に
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
１
３

０
名
程
の
う
ち
８
割
が
女
性
で
、
２
０
２
４

年
に
は
少
子
化
対
策
を
計
り
、
子
育
て
支
援

等
の
一
定
基
準
を
満
た
し
た
企
業
等
が
厚
生

労
働
省
に
よ
り
認
定
さ
れ
る
「
く
る
み
ん
認

定
」
を
受
け
た
そ
う
で
す
。 

 

今
回
の
研
修
は
、
見
学
や
体
験
な
ど
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
加
者

か
ら
は
ま
た
見
に
行
き
た
い
と
の
声
も
あ
り

ま
し
た
。 

 

■
コ
ス
モ
ス
の
種
植
え
と
草
取
り 

～
今
年
も
町
内
会
な
ど
と
連
携
～ 

 当
商
工
会
女
性
部
で
は
毎
年
、
緑
化
推
進

の
た
め
輪
厚
川
河
川
敷
に
コ
ス
モ
ス
畑
を
整

備
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
、
北
広
島
市
経
済
部
職
員
と
畑
に

隣
接
す
る
共
栄
町
内
会
の
方
々
に
も
協
力
を

依
頼
。
当
初
５
月
26
日
に
種
植
え
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
前
日
の
雨
で
畑
が
ぬ
か
る

ん
だ
た
め
５
月
29
日
に
延
期
し
て
実
施
し
、

６
月
18
日
に
は
草
取
り
を
行
い
、
併
せ
て

43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

草
取
り
で
は
、
コ
ス
モ
ス
の
生
育
状
況

が
ま
ば
ら
で
比
較
的
小
さ
い
も
の
が
多
く
、

コ
ス
モ
ス
を
見
つ
け
て
雑
草
だ
け
を
取
る
こ

と
に
皆
さ
ん
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
。 

一
昨
年
は
記
録
的
な
猛

暑
で
花
が
枯
れ
て
し
ま

い
、
昨
年
も
線
路
側
の
畑

の
コ
ス
モ
ス
が
生
育
不
良

で
し
た
。 

そ
の
た
め
ホ
ク
サ
ン
株

式
会
社
よ
り
培
土
６
０
０

㎏
を
寄
附
し
て
い
た
だ

き
、
線
路
側
の
畑
に
蒔
い

た
の
で
、
今
年
こ
そ
は
満

開
の
コ
ス
モ
ス
畑
が
９
月

頃
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

■
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
が 

義
務
化 

 

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
を
強
化
す

る
労
働
安
全
衛
生
規
則
６
１
２
条
の
２
が

新
設
さ
れ
、
令
和
７
年
６
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
規
定
で
は
次
の
２
項
目
を
事
業
者

に
義
務
付
け
て
い
ま
す
。 

①
熱
中
症
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
を

行
う
際
に
、
熱
中
症
の
自
覚
症
状
が
あ
る

作
業
者
、
ま
た
は
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ

る
作
業
者
を
見
つ
け
た
者
が
そ
の
旨
を
報

告
す
る
た
め
の
体
制
（
連
絡
先
や
担
当

者
）
を
事
業
場
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
定

め
、
関
係
作
業
者
に
対
し
て
周
知
す
る
こ

と
。 

②
熱
中
症
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業
を

行
う
際
に
、
以
下
４
項
目
な
ど
、
熱
中
症

の
症
状
の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
に
関
す
る
内
容
や
実
施
手
順
を
事

業
場
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
、
関
係
作

業
者
に
対
し
て
周
知
す
る
こ
と
。 

⑴ 

作
業
か
ら
の
離
脱 

⑵ 

身
体
の
冷
却 

 
 

⑶ 

必
要
に
応
じ
て
医
師
の
診
察
又
は
処
置 

 

を
受
け
さ
せ
る
こ
と 

⑷ 

事
業
場
に
お
け
る
緊
急
連
絡
網
、
緊
急 

搬
送
先
の
連
絡
先
及
び
所
在
地
等 

※
熱
中
症
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
作
業 

Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
（
湿
球
黒
球
温
度
）
28
度
又

は
気
温
31
度
以
上
の
作
業
場
に
お
い
て
行

わ
れ
る
作
業
で
、
継
続
し
て
１
時
間
以
上

又
は
１
日
当
た
り
４
時
間
を
超
え
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
も
の
。 

 

■
会
社
法
改
正
に
伴
う 

罰
則
に
注
意
‼ 

 

会
社
法
は
、
企
業
の
設
立
か
ら
運
営
、
再

編
、
解
散
に
至
る
ま
で
を
規
律
す
る
重
要
な

法
律
で
す
。 

 

こ
の
法
律
に
は
、
違
反
行
為
に
対
す
る
罰

則
規
定
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
法
改
正
に
伴

っ
て
そ
の
内
容
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。 

近
年
の
会
社
法
改
正
に
関
連
す
る
罰
則
の

具
体
例
と
実
務
上
の
注
意
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

・
登
記
懈
怠
～
役
員
変
更
や
本
店
移
転
な
ど
、

登
記
す
べ
き
事
項
を
期
限
内
に
登
記
し
な
い
。 

１
０
０
万
円
以
下
の
過
料
（
会
社
法
第
９
７

６
条
）  

・
選
任
懈
怠
～
取
締
役
な
ど
の
役
員
を
任
期

満
了
後
に
選
任
し
な
い
右
と
同
じ
（
過
料
）  

・
虚
偽
登
記
～
実
際
と
異
な
る
内
容
で
登
記

を
行
う
。 

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
（
刑
法
第
１
５
７
条
） 

・
特
別
背
任
罪
～
取
締
役
等
が
会
社
に
損
害

を
与
え
る
目
的
で
職
務
に
背
く
行
為
。
10
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金

（
会
社
法
第
９
６
０
条
） 

・株
式
の
不
正
発
行
～
発
行
可
能
株
式
数
を
超

え
て
株
式
を
発
行
。
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
５
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
（
会
社
法
第
９

６
６
条
） 

【
実
務
担
当
者
が
取
る
べ
き
対
応
】 

・
登
記
義
務
の
あ
る
変
更
事
項
は
２
週
間
以

内
に
登
記
申
請
。 

・
株
主
総
会
や
取
締
役
会
の
議
事
録
は
正
確

か
つ
適
切
に
保
管
。 

改
正
内
容
に
応
じ
て
定
款
や
社
内
規
程
を
見

直
す
。 

・
新
制
度
に
関
す
る
社
内
研
修
や
マ
ニ
ュ
ア

ル
整
備
を
実
施
。 

 

会
社
法
の
改
正
は
、
企
業
の
透
明
性
や
信

頼
性
を
高
め
る
一
方
で
、
罰
則
リ
ス
ク
の
管

理
も
求
め
ら
れ
ま
す
。 

法
令
遵
守
の
徹
底
と
、
制
度
変
更
へ
の
柔

軟
な
対
応
が
、
企
業
経
営
の
安
定
と
成
長
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

           

青
年
部
（
部
長 

仲
野 

誠
） 

https://forms.office.com/r/bA9A69KCjf

